
テーマ：微生物の力で実現するサスティナブル社会
「作る・分解する・安全に使う」

日時

会場

講演 PET分解微生物の発見から拓く
プラスチックバイオリサイクル

奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科 教授

世界初のPET分解・代謝細菌の発見を起点に、微生物がPET
を分解し、代謝する仕組みの解明を進めてきました。本講演で
は、分解酵素や代謝制御機構に関する研究成果を紹介するとと
もに、微生物や酵素を活用した廃PETの再資源化への展開につ
いてお話しします。

吉田 昭介 氏

14:45～15:30

講演 海洋生分解性ポリマーの開発と社会実装 13:50～14:35

15:30～16:20
講演 遺伝子組換え微生物の利用とバイオセーフティ技術

広島大学大学院
統合生命科学研究科 教授

廣田 隆一 氏

株式会社カネカ
CO2 Innovation Laboratory 所⾧

佐藤 俊輔 氏

ホルムズ海峡問題により、わが国の素材原料の多くが、未だ
海外産化石資源であることが再認識された。サスティナブルな
素材産業の実現には、再生可能原料の利用と素材の環境循環が
重要課題である。カネカでは植物油脂を原料とし、かつ海洋を
含む自然環境中で生分解されるポリマー材料を開発、社会実装
を進めており、本フォーラムではその開発状況を紹介します。

遺伝子組換え微生物は、物質生産や環境浄化への活用が期待
される一方、自然環境への拡散を防ぐ仕組みが不可欠です。本
講演では、自然界にほとんど存在しない化合物に増殖を依存さ
せることで、微生物を利用環境の中に封じ込める「バイオセー
フティ技術」を紹介し、持続可能な社会実装に向けた可能性と
課題を議論します。



申込先

情報交換会 17:25～18:45

オンライン

広島バイオ推進協では会員を募集しています！

パネルディスカッション
サスティナブル社会の実現に向けて、広島大学大学院統合生命科学研究科

廣 田 教 授 の 司 会 進 行 に よ り 、 講 師 の 株 式 会 社 カ ネ カ CO2 Innovation

Laboratory 佐藤俊輔所⾧、奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科
吉田昭介教授と参加者が一緒にパネルディスカッションを行います。

会場参加の皆さまのご意見もお聞かせください。

16:30～17:10
～ 司会進行 ～

広島大学大学院
統合生命科学研究科 教授

廣田 隆一 氏





フォーラム会場

https://apply.e-tumo.jp/pref-hiroshima-u/offer/offerList_detail?tempSeq=31307


